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千葉県における照葉樹林の分布と主要構成種の優占度の地域差
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要 旨 千葉県内に残存する自然性の高い照葉樹林について．既存の文献資料のデータを再整理して， 優占

種と県内におけるその分布を明らかにするとともに， 優占度の指標として胸高断面積比を用い，主要な優占

種の優占度の地域的な差異を検討した．解析対象とした 117 地点 260 プロットで，最も頻度高く優占種と

なっていたのはスダジイ．次いでタプノキ．アカガシ．ウラジロガシの順であった．解析対象地点は県内のほ

ぽ全域に及んだが，下総台地北西部や東部．九十九里平野，市原市北部からはデータが得られず，これらの地

域では照葉樹林がほとんど見られないことが明らかとなった．スダジイの優占度は県内全域で高く地域的な

偏りは認められなかったが． タプノキやカシ類． その他の種では県内の特定の地域で高い優占度を示すこと

が多かった．特にカシ類（アカガシ，ウラジロガシ，シラカシ．アラカシ）では，種としてはいずれも県内全

域に広く分布するにもかかわらず．優占度の点では．各種とも特定の地域に偏って高い値を示し．しかもそれ

ぞれの地域は， 互いにずれていることが明らかとなった． 主要な優占種の優占度の分布が地域的な偏りを示

した原因について考察を加えた．
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千葉県は県の南北で地形条件が全く異なる．すなわ

ち北部が，平坦な洪積台地と．その台地を刻む浅い樹

枝状の谷（谷津），海岸や利根川沿いの広範な沖積地に

よって特徴づけられるのに対し，南部は低標高ながら

も急峻で谷密度の高い丘陵地となっており，沖積地の

占める面積も小さい．地質や土壌の点からも，第四系

の下総層群が卓越する北部と上総層群や第三系の地層

が卓越する南部（近藤， 1975), 黒ポク土やグライ土

が卓越する北部と褐色森林土が卓越する南部（小竹，

1996) という対比が明瞭である．このような南北差を

反映して，生物相に関しても県の南北で大きな違いの

あることが知られている（能勢， 1975; 大場， 1997).

千葉県の森林植生に関しては，本多 (1912) や中野

(1943) による研究を嘴矢として，植物社会学的研究

（鈴木• 和田， 1949; 鈴木， 1958, 1968; 梶・小平，

1975 など），群落構造や群落間の遷移関係（沼田，

1961; 沼田・浅野， 1965; Sakai and Ohsawa, 1993; 

Ozaki and Ohsawa, 1995 など），垂直分布（沼田，

1970, 1971, 1975) などについて多くの研究が積み重

ねられてきた．このうち，梶・小平 (1975) は，県内の

自然林に関する植物社会学的解析を網羅的に行い，特

にスダジイーヤプコウジ群集とホソバカナワラビース

ダジイ群集の分布にはっきりとした南北差があること

を見出している． しかし，森林の県内における地理的

分布を扱った研究は，田邊ほか (1989), 磯谷 (1989)

など，まだ少ないのが現状である．

ー方， 1970 年代以降，県内では，主に行政上の必要

性に基づき，千葉県や県内市町を実施主体として森林

に関する調査が数多く行われるようになり，報告書の

形で調査結果が公開，蓄積されてきた．天然記念物の

保存に関する調査や自然保護地域，自然公園，県民の

森などに関する各種調査である．さらに近年では，市

町村内の自然に関する基礎的，網羅的な調査も各自治

体によって独自になされるようになりつつある．原

(1995) は，これら多くの調査データを取りまとめる形

で，千葉県北部の残存自然林についてその優占種の地

域差について検討し，同地域における照葉樹林優占種

の優占度の地理的構造を明らかにしている． しかし，

県の南部に関する検討はまだ行われておらず，県全域

レベルでの照葉樹林構成種の優占度の地域的差異も明

らかとなっていない．そこで，本研究では，原 (1995)

と同様の手法を用いて，県内全域について照葉樹林優

占種の優占度の地域的差異を検討し，優占種レベルで

の県内における照葉樹林の地理的分布構造を明らかに

することを目的とした．

対象地域

千葉県は，北部を低平な下総台地と周辺の沖積地，

南部を低標高（最高地点でも 408m) ながらも急峻で

地形の複雑な房総丘陵により構成されており，県の南

北での地形条件の違いが大きい（図 1). 気候的にも地

域差があり，降水量は年間を通して，清澄山系を中心

とする房総丘陵東部で最も多く年平均 2,300 mm に

達するが，県の北西部に向かって減少し，我孫子市な

どでは 1,300 mm 以下である（新田， 1996). 年平均

気温は館山市付近の県南端部で最も高く 15.5℃ に達
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する（新田， 1996). 沿岸部は年間を通じて温暖であ

るが，君津市や市原市の南部を中心とする房総丘陵中

央部と，成田市や佐倉市付近の下総台地北部に，特に

冬季，低温部が生じる． これらの地域の年平均気温は

13.5℃ ほどである（新田， 1996).

方法

千葉県内に残存する自然林について，まず，文献調

査により毎木調査のデー タまたは整理結果が示されて

いる例を選び出し，樹種ごとの胸高断面積合計および

その比 (RBA,%) を調査枠ごとに求めた． そして，常

緑広葉樹種についての胸高断面積比の合計値が 50%

以上を占めた林分を照葉樹林とみなし，解析の対象と

した．ただし，自然性の低い再生林であることが報告

に明記されている場合や，林分全体の胸高断面積合計

値が他の例と比べて著しく低く，未発達な林分である
と推定された場合は，対象から除外した．ひとつの地

点について複数の報告がある場合，調査枠が空間的に

重複している可能性があるが，以前に調査された調査

枠の正確な再調査である旨が明記されている場合を除

き，それぞれの調査デー タは別の林分に関するものと

みなし別個に処理した．

解析対象とした林分については， Ohsawa (1984) の

方法により， 構成種の RBA に基づき優占種を決定し

た．この方法の利点は，俊占種の数を事前に 1 種ある

いは 2 種などに限定することなく， RBA の各種への

配分比に応じて優占種数を決定し，プロットの俊占種

を判定できる点にある ． また，各地点におけるそれぞ

れの樹種の RBA を優占度とみなし， 千葉県の地形区

分図上にプロッ ト して， 主な樹種について侵占度の地

理的分布を検討した．これらの方法は，原 ( 1995) と同

じである ． ただし，原 ( 1995 ) では，各樹種の最が SDR

（胸高断面積と密度に基づ＜梢算俊占度）や被度とし

て報告されている場合も解析対象としたが，今回は

RBA が求められた場合のみを対象とした ．

結果的に千葉県全域の 117 地点について，合計で

260 プロットの調査デー タが解析の対象となった（付

表 1) . プロットのサイズは最大 2,240 m2, 最小 50

m2, で， 100 m2 のものが最も多 く (140 プロット），

100 m2 以上 400 m2 以下のプロ ットが全体の 82.3%

(2 1 4 プロット）を占めた ．

結 果

1. 解析対象林分の分布

解析対象とした 117 地点の分布は県内のほぼ全域

に及んでいるが，県の北部では一部に分布が見られな

いか，極めて希薄な地域がある（図 1 ). 下総台地北西

部（関宿町，柏市，野田市，我孫子市，白井町，鎌ヶ

谷市など），同台地東部（八街市，富里IIIJ, 芝山町，山

武町など），九十九里平野，市原市北部である．このう
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図 1. 解析対象地点の分布． 標高分布をあわせて

示す．

ち，下総台地の北西部と東部は台地面が広大に広がる

地域であり，九十九里平野と市原市北部は沖梢地が広

城を占める地域である． これらの地域については，現

地の踏査によ っ ても自然林自体が他の地域と比べてか

なり稀で，ほとんど見られないことが確認されている

（原， 1 995).

また，解析対象林分の分布と地形との対応関係を検

討すると，県の北部では，標高 20 m 以下の地域と標

高 20~50 m の地域の境界部，すなわち，沖積地と台

地の境界を成す斜面の部分に自然林が残されている傾

向が明瞭である（図 1).

2. 主要な優占種

解析対象とした 260 プロット中，最も頻度高く俊占

種となっていたのはスダジイで，全体の 66.5% にあ

たる 173 プロッ ト で第 l 位の優占種となり，第 2 位

以下の場合も含めると全体の 75.4% にあたる 196 プ

ロットで侵占種となっていた（表 1 ). スダジイに次い

で俊占種となる頻度が高かったのはタプノキ，次いで

アカガシ， ウラジロガシの順であった． アカガ、ンはウ

ラジロガシと比べて，第 l 位の優占種となる頻度には

差が無いにもかかわらず，第 2 位以下の場合も含める

とウラジロガシの約 2.5 倍の頻度で俊占種となってい

た ． 出現頻度も 2 倍以上，高かったまたシ ロダモ，

ャプツバキ，ヤプニッケイ，モチノキは，優占するこ

とこそ少ないものの出現頻度は 4 割以上の高い値を
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表 1. 主な俊占種の俊占頻度と出現頻度．いずれかのプロットで第 1 位の侵占種となった 14 種について示

す．相対値は調査プロット総数 (260 プロット）に対する百分率（％）で示す．

種

スダジイ Castanopsis siebotdii (Makino) 

Hatusima ex Yamazaki et Mash1ba 
タプ Machilus thunbergzi Sieb. et Zucc. 
アカガ、ン Quercus acuta Thunb. ex Murray 

ウラジロガシ Quercus salicina Blume 

モミ A如sfirma Sieb. et Zucc. 
ヒメ ユ ズリハ Daphniphyllum macropodum Miq. 

var. humile (Maxim.) Rosenthal 
シラカシ Quercus myrsinaefolia Blume 

シロダモ Neolitsea sencea (Bl.) Koidz. 

ャプッパキ Camelliajaponica L. 

ャプ ニ ッケ イ Cinnamomum japonicum Sieb. ex 

Nakai 
ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino 
ムクノキ Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. 

ホルトノキ Elaeocarpus sylvestガs (Lour.) Pair 

var ellipticus (Thunb.) Hara 

モチノキ !lex integra Thunb. 

合計

示した． これらの常緑広葉樹に混交して比較的， 高い

俊占度を示した夏緑広葉樹としてはケヤキやムクノ

キ，針葉樹としてはモミが挙げられた．

第 1 位の場合のみに限ると，優占種となった種はス

ダジイ以下の計 1 4 種であったが， 第 2 位以下の場合

も含めると 50 種が優占種となっていた．生活形別の

内訳は， 常緑広葉樹 23 種，夏緑広葉樹 18 種，針葉樹

9 種であった ．

3. 主要な優占種の優占度の地理的分布

スダジイ（図 2)

スダジイは県内全域で高い優占度を示し，地域によ

る迎いがほとんど見られないのが特徴であった．

タプノキ（図 3)

タプノキが高い優占度を示したのは， 1 ) 沿岸地域，

特に県西部の沿岸部や島， 2) 利根川沿いの一部， およ

び 3) 房総丘陵など内陸地域の一部であった. l ) の代

表的な場所としては，松戸市浅間神社，千葉市堺張大

須賀山， 鋸南町浮島館山市鷹ノ島 ・ 沖ノ島天津小

湊町誕生寺銚子市渡海神社， 2) の代表的な場所とし

ては神崎町神崎神社， 3) の代表的な場所としては長柄

町権現森や，丸山町御殿山などがあげられる． このう

ち ， 3) については，いずれも地形的に丘陵地の山頂付

近や稜線部である点が特徴的である．九十九里平野

第 1 位俊占種
侵占種

出現
(2 位以下も含む）

プロット数 % プ ロ ッ ト 数 % プ ロ ット数 % 
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図 2. 残存自然林中におけるスダジイの俊占度の

分布優占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．各

地点の円の面積は胸高断面積に比例．
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図 3. 残存自然林中におけるタプノキの侵占度の

分布．俊占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．各

地点の円の面積は胸高断面稽に比例

は，沿岸部であるにもかかわらず，解析対象とした自

然林自体が分布しない（図 1 ). 九十九里平野に接する

下総台地東縁部の斜面沿いには，点々と解析対象とし

た林分が存在するが， これらの林分ではス ダジイが俊

占し（図 2), タプノキの俊占度は比較的，低かった

（圏 3). 全般に，利根） II沿いおよび房総丘陵の一部を

除き ， タプノキは内陸部には出現しないか，出現して

も優占度は低いことが多かった．

アカガシ（図 4)

アカガ、ンは，力、ン類の中では最も広範な分布を示

し，沿岸部から内陸部まで県内のほぼ全域に出現し

た．しかし RBA は比較的，低く， 50% 以下の地点が

多かった． アカガシが 50% 以上の RBA を示したの

は ， 天津小湊町清澄山と八千代市七百余所神社の 2 地

点であった． これらの地点を含む房総丘陵中央部およ

び下総台地中央のやや内陸部（千葉市北部，船橋市，

八千代市など）では，他の地域と比べて，出現頻度や

優占度がやや高い傾向にあった．地形的には，清澄山

のプロットは房総丘陵の稜線部，七百余所神社のプ

ロ ットは下総台地辺縁の肩の部分に立地している．

ウラジロガシ（図 5)

ウラジロガ、ンが，比較的， 高い俊占度を示す地域は，

主に房総丘陵の内陸部，特にその北東部に限 られ，ア

カガシ（図 4) とは明らかに異なるパタ ー ンを示した ．

図 4. 残存自然林中におけるアカガシの優占度の

分布侵占度は胸高断面梢比 (RBA) で示す．各

地点の円の面積は胸高断面積に比例．

ウラジロガシ
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図 5. 残存自然林中におけるウラジロガシの侵占
度の分布俊占度は胸高断面梢比 (RBA) で示す．

各地点の円の面梢は胸高断面梢に比例．
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シラカシ
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図 6. 残存自然林中におけるシラカシの俊占度の

分布優占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．各

地点の円の面梢は胸高断面積に比例．

RBA が 40% 以上の値を示 した地点としては， 君津市

三石山，市原市大福山，大多喜町浅間山，長南町笠森

寺，大網白里町柏原神社，神崎町神崎神社があげられ

る． このうち，神崎神社では常緑広葉樹としてはタプ

ノキのほうが侵占しており， ウラジロガシは北斜面の

一部に見られるに過ぎない．柏原神社ではウラジロガ

シとスダジイが同程度，混交した林分が残されている

（蒲谷， 1 987).

シラカ、ン（図 6)

シラカシが 50% 以上の高い俊占度を示した地点は

ご く限られ，柏市広幡八幡宮と白井町富塚の 2 地点の

みであった．出現は 24 地点， 30 プロットで確認され

たが 1 0% 以下の RBA しか示さない場合が大部分で

あった ． しかし， RBA の値はごく低率ながらも，出現

した地点は，明らかに下総台地北西部に強く偏ってい

た．

アラカシ （図 7)

アラカシは 20 地点， 30 プロットに出現したが，優

占度は低<, RBA の最大値は 23.5% (佐倉市佐倉城

址）， 10% 以上の値を示 したのは 3 地点 3 プ ロ ッ トに

限られた しかし，分布には地域性が認められ，佐倉

城址を除くと，大部分が房総丘陵の北部に集中してい

た. RBA が 5% 以上の値を示 した地点は， 佐倉市佐

倉城址，長南町八重垣神社，睦沢町日吉の森， 君津市
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図 7. 残存自然林中におけるアラカシの俊占度の

分布俊占度は胸高断面積比 (REA) で示す．各
地点の円の面積は胸高断面梢に比例．
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図 8. 残存自然林中におけるモチノキの俊占度の

分布俊占度は II匈高断面梢比 (RBA) で示す．各

地点の円の面積はII匈高断面梢に比例．
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図 9. 残存自然林中におけるシ ロ ダモの優占度の
分布優占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．各

地点の円の面積は胸高断面積に比例．

白山神社， 茂原市八幡山， 大多喜町浅間山，木更津市

高倉観音の 7 地点であった．

モチノキ （図 8)

モチノキは千葉県全域に広く出現し，地域的な偏り

は小さかった．しかし， RBA が 20% 以上の値を示し

た地点は，沿岸部や利根川沿いの低地にやや多く，下

総台地の中央部にはほとんど出現しなかった . RBA 

が 20% 以上の値を示したのは，館山市船越蛇切神社，

海上町龍福寺，小見川町盟玉姫神社，習志野市実籾，

光町富下，館山市犬山，神崎町神崎神社であ っ た．

シ ロ ダモ （図 9)

シロダモ も千葉県全域に広く出現し， 地域的な偏り

は小さかった. RBA が 20% 以上の値を示した地点は

ご く 限られ，館山市浜田，神崎町神崎神社，白浜町城

山の 3 地点のみであった．

ャプツバキ （図 10)

ャプツバキも千葉県全域に広く出現し，地域的な偏

りは小さか っ た. RBA も千葉市大須賀山で 40% 以上

の値を示した他は， 全て 20% 以下であった． 千葉市

大須賀山は埋め立て以前の海岸線に面した台地の辺縁

部にあたる．
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図10. 残存自然林中におけるヤプツバキの優占

度の分布． 俊占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．

各地点の円の面積は胸高断面稽に比例．
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図11. 残存自然林中におけるヤプニ ッケ イの優

占度の分布優占度は胸高断面積比 (RBA) で示

す．各地点の円の面積は胸高断面積に比例．
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図12. 残存自然林中におけるヒメユズリハの優

占度の分布優占度は胸高断面積比 (RBA) で示

す．各地点の円の面積は胸高断面梢に比例．

ャプニ ッケイ（図 11 )

ャプニッケイも県内に広く出現したが，南部の房総

丘陵では内陸部まで広く見られたのに対し，北部の下

総台地では内陸部にほとんど見られない点が異なって

いた．やや高い優占度を示した地点は，県西部の沿岸

部に偏る傾向にあった．松戸市浅間神社，千葉市大須

賀山，袖ヶ浦市蔵波，富津市長浜，館山市脱の島など

である．

ヒ メユズリハ（図 12)

ヒメユズリハは出現頻度，俊占頻度ともに低かっ

た．鴨川市元清澄山など内陸のプロットにも出現した

が，高い優占度を示した 3 地点（館山市犬山，同市洲

崎神社，天津小湊町実入）はいずれも海岸に隣接した

場所であった．

ホルトノキ（図 1 3)

ホルトノキは出現頻度，俊占頻度ともに低かった．

房総丘陵の南部の 3 地点（鋸南町鋸山，千倉町高塚

山，鴨川市市井原）で，比較的，高い俊占度を示した．

ケヤキ（図 14)

20 地点， 30 プロットに出現したが，そのうち 20 地

点， 24 プ ロ ッ トは県北部の下総台地であり， 10% 以

上の高い俊占度を示した地点も全て県北部であっ た．
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図13. 残存自然林中におけるホル トノキの製占

度の分布俊占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．
各地点の円の面積はII匈高断面積に比例
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図14. 残存自然林中におけるケヤキの俊占度の

分布俊占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．各
地点の円の面積は胸高断面積に比例．
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図15. 残存自然林中におけるムクノキの俊占度
の分布侵占度は胸高断面積比 (RBA) で示す．
各地点の円の面積は胸高断面梢に比例．
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ムク ノキ（図 15)

27 地点， 42 プロットに出現したが， ケヤキ同様

そのうちの大部分 (23 地点， 36 プロット）は県北部

の下総台地であり， 10% 以上の高い股占度を示した

地点も全て県北部であった．

モミ（図 16)

モ ミは， 出現頻度は比較的，低いが，房総丘陵のみ

ならず下総台地でも俊占度の高い林分が点々と見られ

ることがわかった．房総丘陵では東部に分布が集中

し，西部には見られないことが特徴的であった．

考 察
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図16. 残存自然林中におけるモミの俊占度の分
布．俊占度は胸高断面梢比 (RBA) で示す．各地
点の円の面稜は胸高断面稽に比例．

1. 優占種の数と生活形

原 ( 1995) は， 今回と 同様の手法によって千葉県北

部 64 地点， 164 プロットの照葉樹林の俊占種を調べ，

1) 低占種となる頻度が最も高かったのはスダジイで，

全体の約 6 割のプロットで優占していたこと， 2) そ

の次に優占種となる頻度が高かったのはタプノキ，次

いでアカガシ， シラカ、ン ， ウラジロガシの順であった

こと， 3) 第 2 位以下の場合も含め俊占種となった種

は常緑広葉樹 10 種，夏緑広葉樹 4 種，針葉樹 5 種の

計 19 種であったことを報告している．千葉県全域を

対象とした今回の結果と比較すると，低占種と判定さ

れた頻度がスダ、；；ィ， タプノキ，カシ類の順であった

点は共通しているが，今回の結果では，第 2 位以下の

場合も含めると，侵占種となった種の数は常緑広葉樹

23 種夏緑広葉樹 18 種針葉樹 9 種の計 50 種であ

り，いずれの生活形においても大き＜増加していた．

すなわち，最も主要な俊占種とその俊占する頻度は，

県の南北でよく似ているが，林冠に混交して生育する

高木性の種の豊富さの点では，県の南部のほうが著し

＜高く，県全域を対象とした今回の解析結果では，俊

占種の総数が大きく増加したと考え られる． この原因

として， 今回の結果ではヤマモモやホルトノキ，イヌ

マキ， ッガなど，県北部には自然分布しない南方系の

種や山地性の種が俊占種に多数，含まれることから，

県の南北での植物相自体の違いが最も大きいと考えら

れる．

2. 照葉樹林の分布の稀な地域とその原因

柏市や野田市をはじめとする県の北西部や八街市，

富里町など下総台地東部，九十九里平野，および市原

市北部では，照葉樹林の分布自体が極めて稀であり，

スダジイ林もほとんど見出せなかったこれらの地域

のうち，県の北西部と下総台地東部は平坦な台地面が

広大に広がり，江戸時代にそれぞれ小金牧および佐倉

牧と呼ばれる徳川猜府直轄の牧場が四かれていた地域

に相当する．調査地点が分布しない地域（図 1) と， 18

世紀前半における牧の分布図（原， 1993) とは極めて
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よい一致を示す. 17 世紀以前の状況についてはあま

りよくわかっていないが，徳川幕府の牧自体，それ以

前からの牧を引き継いだものとされており， 10 世紀

に成立した「延喜式」には，すでに下総に国家が管理

する“官牧”が置かれていたことが記されている（原，

1993). したがって， これらの地域に自然林が見られ

ないのは，火山灰土が厚く堆積するという， この土地

本来の環境条件に加え，“牧”として利用するために，

古＜から森林が伐採され草原が維持されてきたことに
よると考えられる．ー方，九十九里平野と市原市北部

は沖積地が広大に広がる地域で， こちらの地域も，古

＜からの開発によってすでに大部分が水田化されてお

り，このため自然林は残されていない．

3. 主な優占種の優占度の地域差とその原因

優占する頻度の最も高かったスダジイについては，

優占度の地理分布の点からも県内全域で高い値を示す

ことが確認され，地域差は見出せなかった．ー方，ス

ダジイに次いで優占種となることの多かったタプノキ

やカシ類では，地域によって優占度の値に違いが認め

られ，その空間パターンは種ごとに異なっていた．す

なわち優占度の点からみると，スダジイ以外の種の優

占度の違いによって，千葉県内の照葉樹林の地域差が

もたらされているといえる．

県内の照葉樹林の地域差について，特にこれまでに

行われた植物社会学的研究では，県の南北での地質や

地形，土壌，気候，植物相等の明瞭な違いを背景とし

て，南部の房総丘陵と北部の下総台地との違いが強調

されてきた（梶・小平， 1975 など）． しかし，本研究

で検討した種の多くは，優占度の地理分布の点で，必

ずしも，このような単純な南北分化パターンは示さ

ず，房総丘陵，下総台地のいずれの地域においても，

地域内の特定の場所にさらに偏る傾向を示した． この

ような違いは，植物群落の種組成に解析の基礎を置く

植物社会学と，構成種の優占度に着目した本研究との

研究手法の違いに基づくものともいえるが，種組成的

には同ーの群集に分類される森林であっても，構成種

の優占度という点では，地域により違いがあることを

示している．原 (1995) は，千葉県北部において，沿

岸一内陸傾度にそって主な優占種の優占度が変化する

ことをすでに明らかにしているが，千葉県全域を対象

とした今回の研究では， これに加えて，さらにさまざ

まな地理的パターンが明らかとなった．以下に，種ご

とに，この点について検討する．

(1) タプノキ

タプノキは， 1) 沿岸地域，特に県西部の沿岸部や

島 2) 利根川沿いの一部の地域および 3) 房総丘陵

など内陸地域の一部で高い優占度を示した．このう

ち， 1) 沿岸地域に多いのは， すでに服部 (1992) がま

とめているように全国的に良く知られた傾向である．

ー方， 2) および 3) については，今回の調査地域にやや

特異な現象といえる．以下でその要因について検討す

る．

2) の代表的な場所として神崎町神崎神社があげら

れる．ここは海岸からは 25 km 以上隔たっているに

もかかわらず， タプノキ林が発達しており， タプノキ

に随伴することの多いケヤキやムクノキも多い．地形

的には沖積地の中に取り残された島状の台地で，利根

川本流に接している． タプノキの優占林分は，さらに

内陸に位置する我孫子市の布佐でも見られ（福嶋ほ

か， 1991), 茨城県側でも利根川沿いや霞ヶ浦周辺の

低標高地に，内陸部までタプノキの優占度の高い林分

が見られることが報告されている（環境庁， 1980a,

1988a). 全国的にみても，タプノキは主として海岸ぞ

いか沖積地に見られるが，川沿いではかなり内陸まで

はいることが知られている（山中， 1979). 霞ヶ浦周

辺に類似する例としては，島根県宍道湖畔の湿度の高

い場所にタプノキ林が分布することが報告されている

（宮元， 1974). "飯ヶ浦”の名はもともと， “霞がか

かった浦”，すなわち霞ヶ浦に霧が多いことに由来し

ており，美浦村や阿見町など霞ヶ浦西岸地域では 1 年

のうち 7~8 割の日数，霧が発生することが調べられ

ている（ミュージアムバーク茨城県自然博物館，

1998). したがって，内陸部であるにもかかわらず利

根川沿いや霞ヶ浦周辺にタプノキ林が見られるのは，

空中湿度の高い環境を好むタプノキが川や湖沿いに内

陸まで入り込んで優占林を形成することが可能となっ

ているためと考えられる．

3) のタプノキ林の立地的な特徴は，丘陵地内の，前

方の開けた山頂や稜線付近に分布が限られる点であ

る． このようなタプノキ林の分布と植生構造について

調べた藤平 (1996, 1998) は，上昇気流がもたらす局

所的な空中湿度の高さが，成立のためと条件となって

いると推察している．ー方，九州山地の南部（宮崎

県・鹿児島県）においても，タプノキが標高 300m~

700 m の山地帯において，ウラジロガシ，イチイガ

シ，アラカシなどのカシ類やイスノキ， コジイなどの

多様な樹種と混生し，場所によってタプノキが最も優

占することがある（環境庁， 1980b, 1988b). 種組成

的にはカシ林の一型としてのタプノキ優占林である．

田川 (1977) は，鹿児島県栗野岳の中腹に見られる，こ

のようなタプノキ林について調べ， 1) 蓄積量の大き

な極めて発達した森林であること， 2) 気候的に雲霧

帯にあたるため，蘇苔植物やその他の着生植物，ツル

植物が豊富であることを報告している．また台湾の北

部でも，雲栃帯にあたる標高 1,150 m 付近の稜線部

で，タプノキがカシ類とともに優占種となっている例

がある (Hara et al., 1997). このようなタプノキ優占

林の立地条件については，まだよくわからない点が多

ー 39-



原

いが，局所的な空中湿度の高さや湿性な土壌条件が関

連している可能性が高い．千葉県は低標高のため，南

部の丘陵地においても九州山地に見られるようなカシ

帯は未発達であるが，地形が急峻複雑であるため，稜

線部や山頂付近であっても局所的に空中湿度の高い場

所が生じる場合があり，このような場所にタプノキの

優占林が形成されると考えられる．

(2) カシ類

千葉県に生育するカシ類，すなわちコナラ属アカガ

シ亜属の常緑樹はアカガシ，ウラジロガシ，シラカシ，

アラカシ，イチイガシ，ックパネガシの 6 種である．

この他にコナラ属コナラ亜属の常緑樹としてウバメガ

シも分布する（大野， 1998; 山井ほか， 1998). 6 種の

カシ類のうち，イチイガシとックバネガシについて

は，房総丘陵に分布するが，他の 4 種に比べると密度

が低く，今回の調査データ中にもほとんど出現しな

かったので解析対象としなかった．

残る 4 種すなわちアカガシ，ウラジロガシ，シラ

カシおよびアラカシについてみると，種としての分布

域はいずれも広く県全域に及び，分布型としては全域

型に分類されている（熊谷ほか， 1992). しかし，本研

究では，優占度の点からみると，各種とも特定の地域

に偏って高い傾向を示し， しかも値の高い地域は， 4 

種間でかなりずれていることが明らかとなった. 4 種

間には，生育に好適な立地や更新特性など，種特性の

点で違いがあり，千葉県全域を対象とした今回の空間

スケールでの環境要因の違いに対応して，異なった空

間パターンを示したものと考えられる．

アカガシ

上記 4 種のカシ類の中ではアカガシが最も広範な

分布を示し，沿岸部から内陸部まで広く出現した．特

に房総丘陵中央部および下総台地中央のやや内陸部の

2 地域で，出現頻度や優占度がやや高い傾向を示し

た．これらの 2 地域の森林はアカガシの優占度が比較

的，高いという点では共通しているものの，種組成全

般から見ると，かなり異なっている．

すなわち，房総丘陵中央部のアカガシの優占度の高

い森林は，植物社会学的にはモミーシキミ群集（宮脇

ほか， 1971) あるいはホ‘ノバカナワラビースダジイ群

集（宮脇ほか， 1971) に該当すると考えられる．天津

小湊町清澄の浅間山の森林を例にとると（佐倉・糟

谷， 1990; 環境庁， 1980a), 高木層はアカガシの他，

スダジイやモミなどを主体とし，亜高木層や低木層に

は，サカキやウラジロガシ，ヤプツバキ，シロダモ，

シキミ， ヒサカキ，イヌビワ， ヒイラギ，アオキなど

が見られる．さらに林床にはテイカカズラやキヅタ，

キジョラン，イタビカズラなどの藤本の他，ホソバカ

ナワラビやコバノカナワラピ，オオバノイノモトソウ

正利

などのシダ類，カンアオイやカンスゲ，ツルアリドウ

シなどの草本が見られる．

ー方，下総台地中央のアカガシ優占林はスダジイ一

ャプコウジ群集のアカガシ亜群集に該当すると考えら

れる． すなわち， 宮脇 (1972) および宮脇ほか (1973)

は，神奈川県の横浜市や鎌倉市において 1) スダジ

イーヤプコウジ群集は，内陸部のシラカシ群集に接す

る移行域では，高木層のスダジイが少なくなりアカガ

シの優占する林分を形成すること， 2) その立地は多

くの場合，関東ロームの影響を強く受けた場所である

ことを述べているが，この 2 点は千葉県北部のアカガ

シ優占林にもそのままあてはまる．種組成的には，モ

ミやツガなど針葉樹，ウラジロガシ，サカキ，シキミ，

ヒイラギなどの常緑広葉樹，さらにホソバカナワラビ

やコパノカナワラピ，オオバノイノモトソウなどのシ

ダ類，カンアオイやツルアリドウシなどの草本を欠

き，スダジイ林としては種組成的に最も貧化した群落

である．

地形的には，前者は丘陵地の斜面上部や尾根，後者

は台地の肩の部分や台地周辺の急な斜面の上部である

ことが多い． この点は，やや乾性な立地を好み，乾燥

した山腹斜面や尾根に多いという，全国的に見た場合

のアカガシの生育立地（山中， 1979) と一致する．

ウラジロガシ

ウラジロガシは，房総丘陵の内陸部に高い優占度を

示す地点が集中し，沿岸部や県北部の台地では優占度

や出現頻度が著しく低い点が特徴的であった．また，

房総丘陵の中でも西部には高い値を示す地点があまり

見られなかった．全国的に見ると，アカガシと比べ，

ウラジロガシは湿った谷沿いに多い傾向があるとされ

ている（山中， 1979). また，垂直的には，九州や四国

では標高 1,300 m にまで達する広い分布幅を持つ

(Horikawa, 1976). 房総丘陵においても，鈴木・和田

(1949) および鈴木 (1958) は，高標高域（海抜 200m

以上）に分布する群集としてウラジロガシーサカキ群

集を認めている．その後の研究では，この群集はモ

ミーシキミ群集に一括されることが多いが（宮脇ほ

か， 1971; 梶・小平， 1975), いずれにしても，房総丘

陵の高標高域にウラジロガシとスダジイやアカガシ，

モミ，ッガなどが混生し，それ以下の標高域とは種組

成的に異なる森林が分布することは広く認められてい

る．

房総丘陵では，ウラジロガシは，斜面方位によって，

スダジイやアカガシと地形的にすみわける傾向があ

る．すなわち，ウラジロガシは北斜面で優占度を増し，

スダジイやアカガシは南斜面で優占度を増す例が，数

多く知られている．長南町笠森寺（原， 1990), 市原市

大福山（平田， 1994), 君津市三石山（沖津ほか，

1986), 市原市橘禅寺（福嶋 1982) などである．北

-40 — 



照葉樹林の分布と構成種の優占度の地域差

斜面は南斜面に比べて冷涼，土壌も湿潤であることが

予想される．地層の単斜構造に伴って生じる水分条件

の違いが見られる場合もある．標高の低い房総丘陵で

は，ウラジロガシは明瞭な垂直分布帯を形成しえず，

スダジイと垂直的に“すみわける”ことは出来ないが，

地形が急峻複雑な為に生じるミクロな立地条件の違

いを利用して，スダジイやアカガシと共存していると

考えられる．

シラカシ

シラカシは，下総台地北西部に強く偏って出現した

点が特徴的であった．ただし， 50% 以上の高い優占度

を示した地点は極めて限られていた． これらの点につ

いては，原 (1995) で，すでに検討したのでここでは詳

述しないが，他のカシ類と異なり，房総丘陵でほとん

ど出現しなかった点は極めて特徴的なことといえる．

アラカシ

アラカシは自然林中にも出現するが，密度は低いこ

とが多く，むしろスダジイ林やシラカシ林などを伐採

した跡地に，萌芽再生二次林を形成することが知られ

ている（藤原， 1986). また，自然状態の優占林分を形

成するのは，石灰岩地や照葉樹林北限域の乾燥地や急

崖地などに限られている（藤原， 1990).

千葉県内においては，アラカシは房総丘陵の北部に

優占度のやや高い地点が集中している点が特徴的で

あった．この原因としては， 1) 房総丘陵の北部では南

部に比べて降水量が少ないことや， 2) 北部では標高

も低下して沖積地が枝状に入り組むようになり，人里

に近づくため，森林に対する伐採等の人為撹乱の強度

が強まることなどが想定されるが明らかではない．

(3) その他の常緑広葉樹

モチノキ，ャプニッケイ，ヤプツバキ， シロダモの

4 種は，優占回数こそ少なかったものの，出現頻度は

4 割以上の高い値を示した． これらの種はスダジイや

カシ類， タプノキなどと比べると最大サイズがやや小

さく， このため林冠部で優占することは少ないが，千

葉県の照葉樹林の亜高木層や低木層を形作る代表的な

種といえる．優占度の点からみても，ヤプニッケイを

除く 3 種は地域的な偏りが小さく，全域で類似した値

を示した．ー方，ャプニッケイは県の東部に比べ，西

部の沿岸部で優占度が高い傾向を示したが，その原因

については明らかでない．

ー方， ヒメユズリハとホルトノキについては，それ

ぞれ千葉県南部の沿岸部の数地点で高い値を示しただ

けであった． これらの種は，種の分布域自体が房総半

島南部に限られる南方系の種である．熊谷ほか (1992)

は，同様の分布を示す樹種として上記 2 種のほか，ヤ

マモモ，オガタマノキ，バクチノキ，モクレイシ，夕

イミンタチバナ， フウトウカズラ，ホウライカズラ，

サカキカズラを挙げている． これらの種を含む房総半

島南部の森林は，優占種こそ北部の森林と大差ないも

のの，県内の照葉樹林としては最も南方系の色彩を帯

びた森林といえる．

(4) 夏緑広葉樹および針葉樹

ケヤキ・ムクノキ

ケヤキとムクノキは優占回数こそ少なかったもの

の，夏緑広葉樹の中では最も高い出現頻度を示した種

である．どちらの種も，種としては千葉県全域に広く

分布するにもかかわらず，優占度の点では千葉県北部

で高く南部で低い傾向が明らかであった． この点に関

係して，田逹ほか (1989) は，千葉県における残存自然

林の分布と冬季の温度条件との対応について検討し，

1 月の平均気温 4℃以下の地域の北斜面では， スダジ

イ林の分布が制限され，かわって夏緑広葉樹混交林が

成立している例が多いことを報告している．千葉県北

部は太平洋側の沿岸部を除き， 1 月の平均気温 4℃以

下の地域に含まれる． したがって，このような気候条

件の違いがひとつの原因としては考えられる．また，

これらの種は，照葉樹林域においてはパイオニア的な

性質を示し，孤立化した自然林の林冠ギャップや林縁

部で良く更新することが知られている（坂本， 1988).

この点からすると，千葉県北部の残存自然林は南部の

残存自然林に比べ，孤立化の程度や撹乱の頻度が高

く，このためこれらの種の優占度が高くなっている可

能性も考えられる．

モミ

モミは，本研究においては，房総丘陵のみならず下

総台地でも優占度の高い林分が点々と見られることが

わかった．また房総丘陵の西部には見られないことが

特徴的であった．千葉県内においてモミの優占する森

林は，実際には南部の丘陵地の尾根筋を中心に分布し

ている (Ozaki and Ohsawa, 1995). 本研究は常緑広

葉樹が 50% 以上の胸高断面積比を示す森林のみを対

象としたため，モミなどの針葉樹が優占する森林は

扱っていない．このため，房総丘陵に集中するパター

ンが示されなかったと考えられる．また，下総台地に

分布するモミについては，神社やその周辺に植栽され

たものも多いと考えられるが，神社以外にも分布する

ことがあり（山岡， 1976), 花粉分析の結果からも，モ

ミが原植生の構成要素であったことが示されているこ

と（米林， 1995) などを考慮すると，台地の辺縁部に

点々と自生していたと考えたほうが無理がないと考え

られる（原， 1995).

本研究では，照葉樹林の主要構成種の優占度という

点からみた，千葉県内各地の照葉樹林の地域性につい
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て検討した．その結果，スダジイが県内全域で優占す

るものの，その他の種の優占度は地域によってさまざ

まに異なることが明らかとなった．特にカシ類（ア力

ガシ，ウラジロガシ，シラカシ，アラカシの 4 種）は，

種としての分布域はいずれも広く県全域に及ぶにもか

かわらず，高い優占度を示す地域はそれぞれ異なり，

4 種間でずれていることが明らかとなった． このこと

は， 4 種のカシ類が，千葉県という限られた地域内に

おいても，空間的にすみわけていることを示唆するも

のであり興味深い．また，ウラジロガシやヤプニッケ

イ，モミでは房総半島の東西で優占度が異なる傾向を

示した．房総半島の植生の南北方向での違いについて

は，すでに多くの研究（たとえば梶・小平， 1975) が

あるが，東西方向での違いについてはほとんど明らか

にされていない． この点の解明も今後の課題として残

されている．千葉県内の植生分布については，種組成

を群落分類の基準とする植物社会学的手法による多く

の研究がある． しかし，種組成的には同ーの群落単位

に区分される場合でも．本研究の結果が示すように，

構成種の優占度には地域差が認められることがある．

今後，同様の手法によって，構成種の優占度の地域差

を検討してい＜ことによって，千葉県内の植生の地理

的構造を，さらに詳細に明らかにしてい＜ことが可能

である．
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Geographic Patterns of Dominance 
for Major Species of Evergreen 
Broad-leaved Forests Remained 
in Chiba Prefecture 

Masatoshi Hara 

Natural History Museum and Institute, Chiba 

955-2 Aoba-cho, Chuo-ku, Chiba 260-8682, Japan 

Studies and reports of evergreen broad-leaved 

forests in Chiba Prefecture were reviewed and 

geographic patterns of dominance for major 

component species were analyzed based on these 

data. Natural evergreen broad-leaved forests were 

scarcely found and no data was available in some 

areas such as northwestern and eastern part of 

Shimosa Upland, Kujyukuri Plain and northern 

part of Ichihara City. For 260 plots at 117 sites in 

Chiba Prefecture, dominant species of each plot 

were determined by relative basal area (RBA). Casｭ

tanopsis sieboldii (Makino) Hatusima ex Yamazaki 

et Mashiba was the most important dominant speｭ
cies throughout the area, and no regional variation 

in dominance was found for this species. Machilus 

thunbergii Sieb. et Zucc. and evergreen Quercus (Q. 

acuta Thunb. ex Murray and Q. salicina Blume) 

were the next-important dominant species, and 

each showed higher dominance in particular parts 

of the area. Four evergreen Quercus (Q. acuta, Q. 

salicina, Q. myrsinaefolia BI ume and Q. glauca 

Thunb. ex Murray) showed higher dominance in 

different areas with each other. Factors causing 

geographic patterns of dominance were discussed 

for each species. 
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付表 1. 解析対象データの概要．地点は緯度の大きなものから小さなものへ配列してある．出典は著者名，発
表年， （雑誌・図書名）の順に示し，雑誌に関しては雑誌名の後に巻あるいは号数も示した．雑誌・図書名に
ついては以下の略号で示した．千生誌，千葉生物誌；千大園報，千葉大学園芸学部学術報告；保全，千葉県自
然環境保全調査報告書；設定及び保全，千葉県自然環境保全地域等の設定及び保全対策に関する学術報告書；
学術，千葉県自然環境保全学術調査報告書；変遷，千葉県自然環境保全地域等変遷調査報告書；適地 I, 千葉
県自然環境保全地域等適地調査報告書 I; 適地 II, 千葉県自然環境保全地域等適地調査報告書 II; 自然公園，自
然公園自然環境調査報告書；南房総，南房総地域自然環境保全基礎調査報告書；天然，千葉県天然記念物保存
調査報告書；新千植誌，新版千葉県植物誌；市原市，市原市自然環境保全実態調査報告書；千葉市生態系，千
葉市野生動植物の生息状況及び生態系調査報告書；君津市史，君津市史自然編；袖ヶ浦，袖ヶ浦の植物．
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番 通 称 所 在
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23 
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27 
28 
29 

30 
31 

32 
33 
34 
35 
36 

神崎神社

布施弁財天
小御門神社
広幡八幡宮の森
大生妙見宮
成毛稲荷神社
根小屋の斜面林
大慈恩寺
鳥見•愛宕神社（笠神の森）

豊玉姫神社
竜腹寺・日枝神社の森
富塚中木戸の山林
左右大神
浅間神社

麻賀多神社
万力の斜面林
国府台の森（里見公園付近）

八王子神社
龍福寺

猿田神社
真間山の森

七百余所神社
妙福寺
天神の森
海上の斜面林
雷神社
見広城址
和田不動堂
佐倉城址

星神社
海上の斜面林

愛宕神社

福善寺
船橋八坂神社
ニ宮神社
大棟梁神社

神崎町神崎

柏市布施
下総町名古屋

柏市増尾
成田市大生
成田市成毛
小見川町下飯田，岡飯田
大栄町吉岡 182

本埜村大字笠神

小見川町貝塚
本埜村竜腹寺
白井町富塚中木戸
東庄町舟戸
松戸市小山

成田市台方
千潟町万力上
市川市国府台 3 丁目

船橋市古和釜町
海上町岩井

銚子市猿田町
市川市真間 4 丁目

八千代市宮内
八日市場市飯高
八日市場市飯高
海上町大間手
海上町見広西山
海上町見広西山
銚子市植松町

佐倉市城内町

八日市場市天神
海上町見広，蛇園，忍坂

八日市場市宮元
八日市場市宮元
船橋市中野木町
船橋市三山町
光町宝米

7
 
ー
ー

1
l
1
2
1
6

2

1

l

3

3

 
ー

1
3
2
4
4
3

1

2

1

3

1

2

1

3

 
2

3

 
2
1

ー
ー

1

鶴岡 1980 (学術），田邊ほか 1989

（千大園報 No. 42) 
岡 1986 (適地 I)

原 1990 (変遷）
岡田 1986 (適地 I)
岩田 1986 (適地 I)

原 1986 (適地 I)

石川・岩瀬 1987 (適地 II)

高木 1987 (適地 II)

延原 1982 (学術），田邊ほか 1989

（千大園報 No. 42) 
高山 1987 (適地 II)

細川 1986 (適地 I)
浅野 1980 (学術）
高山 1987 (適地 II)
小野 1971 (天然），田邊ほか 1989
（千大園報 No. 42) 

岩瀬 1978 (学術）

原 1987 (適地 II)

岩瀬 1972 (天然），長山 1986 (適地
I) 

沖津ほか 1986 (適地 I)
岩瀬 1985 (変遷），田邊ほか 1989
（千大園報 No. 42) 

鶴岡 1972 (天然），鶴岡 1981 (学術）
岩瀬 1972 (天然），岩瀬ほか 1972
（千生誌 21), 長山 1986 (適地 I)

岩瀬 1981 (学術）

大沢 1984 (学術），若林 1992 (変遷）
若林 1992 (変遷）
尾高 1994 (学術）
小高 1987 (適地 II)
小高 1987 (適地 II)
鶴岡 1987 (適地 II)
岩瀬 1972 (天然），村田 1986 (適地
I) 

細川 1987 (適地 II)

小高 1987 (適地 II), 小滝 1993 (学
術）

中安 1987 (適地 II)

中安 1987 (適地 II)
中村 1986 (適地 I)

岩瀬 1986 (適地 I)

岡田 1987 (適地 II)
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付表 1. （続き）

点
号
地
番 通 称 所 在

プロッ

卜数
出 典

37 

38 
39 

40 
41 
42 

43 
44 

45 

46 
47 

48 

49 

50 
51 
52 

53 
54 
55 

56 
57 
58 
59 
60 

61 

62 
63 
64 
65 
66 

67 
68 
69 
70 
71 
72 

73 

74 
75 
76 
77 

78 

実籾の森林
富下の斜面林
大須賀山
浅間大神
高かまど神社
坂田城址

春日神社
東寺山

松尾浅間神社

小倉町の斜面林
日枝神社
日吉神社

柏原神社
善勝寺
御霊大社
権現森

蔵波斜面林
坂戸神社
馬場斜面林
牛久斜面林
八重垣神社
大国主神社
下新田斜面林
笠森観音

八幡山

高滝神社
高倉観音
軍荼利山
梅ヶ瀬渓谷
妙楽寺

八坂

八雲神社
白山神社

窟：百
愛宕神社
浅間山
万木城跡

清水寺
臼井城跡
大福山

習志野市実籾 2 丁目，本郷
光町富下
千葉市幕張 1, 2 丁目
千葉市幕張 1, 2 丁目
四街道市成山字権現堂
横芝町坂田
四街道市吉岡
千葉市東寺山町

松尾町田越浅間台

千葉市小倉町
千葉市大宮町
東金市東金

大網白里町小西
千葉市土気町
千葉市小食土町
長柄町六地蔵

袖ヶ浦市蔵波
袖ヶ浦市坂戸市場
袖ヶ浦市飯富
袖ヶ浦市飯富
長南町刑部
長柄町田代
袖ヶ浦市飯富

長南町笠森

茂原市上永吉

市原市高滝加茂山
木更津市矢那
ーの宮町大字東浪見
市原市梅ヶ瀬
睦沢町妙楽寺

岬町八坂
君津市三直

君津市俵田
君津市小香
市原市米原
君津市愛宕
大多喜町横山
夷隅町万木字城山
岬町鴨根
岬町井沢字城根
市原市梅ヶ瀬

6

2

5

1

l

o

l

6

2

1

1

2

1

l

1

6

 

l
4
1

ー
ー

1
1
4

3
 

5

3

2

1

5

 
2
1

ー

1
2

ー

1
3
2

ー

1ー

鹿野山 君津市鹿野山 2
 

小滝 1980 (学術）
岡田 1987 (適地 II)

延原 1982 (千生誌 31)

岩瀬 1983 (学術）
大賀・八木 1976 (設定及び保全）
谷城・小野沢 1994 (学術）
篠崎 1979 (学術）
平田・小滝 1996 (千葉市生態系），

篠崎 1986 (適地 I)

若林 1978 (設定及び保全），田遜ほか
1989 (千大園報 No. 42) 

小滝・中安 1982 (学術）
平田・小滝 1996 (千葉市生態系）
田遜ほか 1989 (千大園報 No. 42), 
蒲谷 1992 (変遷）

蒲谷 1987 (適地 II)

平田・小滝 1996 (千葉市生態系）
平田・小滝 1996 (千葉市生態系）

手塚 1972 (天然），手塚 1975 (新千
植誌）

原・川名 1997 (袖ヶ浦）

田邊ほか 1989 (千大園報 No. 42) 

原· 川名 1997 (袖ヶ浦）
原・川名 1997 (袖ヶ浦）
原 1990 (自然公園）
田邊ほか 1989 (千大園報 No. 42) 

原・川名 1997 (袖ヶ浦）

田邊ほか 1989 (千大園報 No. 42), 
原 1990 (自然公園）
田邊ほか 1989 (千大園報 No. 42), 

藤平・平田 1990 (変遷）

沖津・田達 1987( 変遷）

藤平 1982( 学術）

篠崎 1981 (学術）
蒲谷 1993 (変遷）
小滝・若林 1976 (設定及び保全），
若林 1988 (変遷）

磯谷 1990 (南房総）

藤平 1996 (君津市史）

藤平 1996 (君津市史）

藤平 1996 (君津市史）

梶 1974 (天然）
藤平 1996 (君津市史）
藤平 1973 (保全）
沖津・田邊 1988 (変遷）

著者不明 1972 (保全）

岩田 1973 (保全）
手塚 1968 (千生誌 17), 岩瀬・田辺
1970 (千生誌 10), 手塚 1975 (新

千植誌），田邊ほか 1989 (千大園
報 No. 42), 平田 1994 (市原市）

藤平 1998 (千生誌 48)
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（続き）

点
号
地
番 通 称 所 在

プロッ

卜数
出 典

7
9
8
0
8
1
8
2
8
3
8
4
8
5
 

86 

87 

88 

89 
90 
91 

92 

93 
94 
95 

96 
97 

98 
99 
100 
101 

102 

103 
104 
105 
106 
107 
108 
109 

110 
111 

112 
113 
114 
115 
116 

117 

社
跡
社

神
山
社
城
神
山

宕
浦
浜
神
上
日
石

愛
内
長
山
峰
春
―
―
―

高宕山北
元清澄山

浅間山

:i山
嵯峨山（鋸山）
308 ピーク

郡界尾根
安房高山
独鈷山北
香取神社
実入
愛宕山
誕生寺
浮島

富山

高鶴山東尾根
御殿山南 350 ピーク
峰山
市井原
経塚山
莫越山神社
石堂寺

君津市東粟倉
天津小湊町内浦
富津市長浜
君津市坂畑
富津市上後字環
君津市黄和田畑
君津市草川原

1
2
1

ー
ー

1
6

君津市
鴨JI!市・君津市

天津小湊町清澄

富津市
鋸南町

鋸南町・富津市
富津市松節
鴨川市尾崎
鴨川市
天津小湊町
勝浦市興津
天津小湊町実入
鴨川市
天津小湊町誕生寺
鋸南町

富山町

鴨川市
丸山町
丸山町安馬谷
鴨川市市井原
丸山町川谷

丸山町宮下

丸山町石堂

1

6

2

1

1

6

 

2
1

ー

1

ー
ー
ー

1
2
2

3
 
ー
ー
ー

1

ー

1
5

那古神社
鷹の島

海南刀切神社
舟越蛇切神社

洲崎神社

孟山

館山市那古
館山市館山

館山市浜田
館山市浜田

館山市洲崎
館山市井戸
千倉町

1

3

 
1

3

4

2

5

 

城山

総合計

白浜町白浜 2
 

藤平 1996 (君津市史）
吉田・大沢 1975 (設定及び保全）
川名 1973 (保全）

藤平 1996 (君津市史）

川名 1973 (保全）
糟谷 1980 (千生誌 29)
梶 1974 (天然）， 手塚 1975 (新千植

誌），藤平・梶 1975 (設定及び保
全），小滝 1994 (変遷）

藤平 1996 (君津市史）

藤平 1982 (千生誌 31), 佐倉・糟谷
1990 (南房総）

手塚 1975 (新千植誌），藤平 1996
（君津市史）

手塚 1975 (新千植誌）
藤平 1993 (自然公園）

藤平 1996 (君津市史）．藤平 1993

（自然公園）
藤平 1998 (千生誌 48)

藤平 1998 (千生誌 48)
藤平 1998 (千生誌 48)

藤平 1998 (千生誌 48)
藤平 1996 (君津市史）
梶 1976 (設定及び保全）
佐倉・糟谷 1990 (南房総）
手塚 1975 (新千植誌）
佐倉・糟谷 1990 (南房総）

手塚 1975 (新千植誌）．藤平· 小滝
1978 (千生誌）
中村・藤平 1993 (自然公園）．藤平
1996 (君津市史）

藤平 1998 (千生誌 48)

藤平 1998 (千生誌 48)

岩瀬 1973 (保全）
大沢ほか 1990 (南房総）
岩瀬 1973 (保全）

岩瀬 1989 (変遷）

岩瀬 1973 (保全）．岩瀬 1976 (設定
及び保全）， 田邊ほか 1989 (千大園

報 No. 42), 岩瀬 1989 (変遷）

手塚 1975 (新千植誌）
手塚 1975 (新千植誌），山井 1981

（学術）
田遜ほか 1989 (千大園報 No. 42) 

小滝・細川 1984 (学術）
岩瀬・折目 1966 (千生誌 15)

佐倉 1973 (保全）
手塚 1975 (新千植誌），蒲谷 1986

（変遷）．田邊ほか 1989 (千大園報
No. 42) 

大賀•佐倉 1974 (設定及び保全）

260 

-46-




